
令和４年度沖特研第２回評議員会 記録 
議題 訂正補足・質疑応答 決議 

①第 56 回九
特連研究大会
〈沖縄大会〉 

【資料 P４】 訂正）15 時からの分科会は①②ではなく、⑤⑥⑦です。HP、⼆次案内は訂正をかけます。 
補足）交流会は oVice というメタバースを使ってインターネットで⾏います。ぜひ評議員会の先⽣⽅にはこちらにもご参加
いただきたいと思います。イメージとしては、廊下やロビーで雑談するような会になればと企画しています。詳細は後⽇お
知らせします。 
【資料 P７】補足）参加者へのお願いの３点は、申し込みフォームでチェックを⼊れる仕組みを作っているので、申し込みさ
れる⽅は同意した上での参加となります。 
【資料 P８】補足）オンデマンド配信は、当⽇の参加者が減る懸念があるため⼤々的に告知をしていません。やや不親切は案
内になっていることをご理解ください。 
【資料 P９】補足）ポスターの題字を本校職員の天願先⽣に書いてもらい、ポスターを更新しています。開始前に流していた
BGM も本校職員の⽟城百合⾹先⽣に作曲をしてもらい、研究⼤会の休憩時間やオンデマンドでの動画編集等に活⽤したい
と考えています。沖縄⾳階の中に本校の校歌を織り交ぜているということで、記念になるものにできればと思い作ってもら
いました。 
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議決 

②会計進捗報
告 

補足）この資料を作成したあと 3 校ほど⼊⾦があり、順調に徴収できています。10 ⽉には令和 5 年度の予算計上の公⽂を発
送する予定ですので、またご協⼒をお願いします。 

③次年度以降
の研究会運営 

補足）本校推進委員会や次年度担当校の名護特別⽀援学校からも意⾒をいただいて次年度以降の研究会運営を考えていま
す。評議員会そのほかについて、今年度は九州⼤会がありイレギュラーな年なので資料は昨年のものを参考にしています。
次年度以降も例年同様の設定で事業を計画しますが、今⽇までに改善してきたもの(15:15 開始、16:45終了など)はそのまま
引き継いでまいりたいと思っています。 
実施⽅法については、⼀つの端末で複数名視聴していることも考えられるため実際にはもっと多くの⽅に参加していただい
ていると考えています。また、開催校の⼈数は含めていません。 
追加）次年度以降もオンライン・オンデマンドを活⽤するが、感染状況を考慮しながらも研究⼤会及び総会は「対⾯」を基本
としていきたいと思っています。 
【資料 P15】補足）教育課程が混在している現状があり、次年度以降割り振られた分科会のテーマで提案できないことが予
想されるため、現時点で気付いたときに事務局までご連絡いただきたい。基本的には当該年度で調整していくが、その都度
事務局で協議していきたい。 
質問）〈島尻特別⽀援学校より〉令和 5 年度に「合わせた指導」の提案に割り振られているが、教科制になっているため提
案が難しいがどうしたらよいか。 
回答）以前にご相談を頂いていて現在協議をしているところですので、決定次第ご連絡いたします。 
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議決 

連絡事項 補足）原稿や提案の準備ができているか必ずご確認頂き、必要であればサポートお願いします。評議員会の先⽣⽅には事前
の質問のご協⼒もお願いしたいと思います。 

 

 


